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会 計 名 歳 入 歳 出
国民健康保険事業 396億6,315万円 384億8,083万円

介護保険 281億2,508万円 279億3,207万円

牛伏ドリームセンター事業 1億1,673万円 1億1,295万円

母子寡婦福祉資金貸付事業 7,796万円 4,713万円

後期高齢者医療 39億7,279万円 39億3,567万円

簡易水道事業 1億2,122万円 1億1,428万円

農業集落排水事業 1億5,735万円 1億5,497万円

駐車場事業 5億3,789万円 5億3,788万円

土地取得事業 8億4,435万円 8億4,435万円

平成26年度
平成26年度の各会計決算が、監査委員の審査を経て、平成27年度第4回市議会定
例会で認定されました。今回号では、市民の皆さんが納めた税金が、市の財政で 
どのように使われているかをお伝えします。
問い合わせは、財政課（☎321-1214）へ。

歳 入 歳 出

■地方債（借入金）残高  1,355億円　 特 別 会 計

人件費（206億円 13.1%）
市職員の給与など

扶助費（307億円 19.5%）
社会保障制度（生活保護や児童
手当、医療費助成など） のお金

公債費（127億円 8.1%） 
借入金の返済

貸付金（213億円 13.6%）
市が事業者などへ貸すお金

物件費（181億円 11.6%）
施設の維持管理経費など

補助費（187億円 11.9%）
補助金や負担金など

建設事業費（216億円 13.7%）
建物や道路の建設費や修繕費

その他（133億円 8.5%）
特別会計への繰出金、積立金ほか

収支78億円の黒字
1,648 億円 78億円のうち36億円は財政調

整基金へ積み立て、残りは平成
27年度へ繰り越しました

1,570 億円

　平成26年度の決算を基に「地方公共団体の財政の
健全化に関する法律（財政健全化法）」の規定による
健全化判断比率と資金不足比率を算定しました。本市
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■財政の健全化判断比率と資金不足比率

は、いずれの指標も財政健全化団体や財政再生団体と
なる基準を下回りました。このことから、本市の財政
状況は健全な状態にあることが分かります。

平成26年度に実施した主な事業とその決算額を紹介します。

平成26年度の決算
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その他（619億円）
地方交付税の不足を補う
ための借入金など

■基金（積立金）残高  181億円
財政調整
基金

その他

財政調整基金（49億円）
財源調整のための積立金

減債基金（14億円）
借入金返済のための
積立金
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その他（118億円）
使途のある積立金
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※1　基準を超えた場合は、財政健全化や財政再生の手続きに入らなければなりません
※2　対象となるのは、水道事業会計、公共下水道事業会計、牛伏ドリームセンター事業特別会計、簡易水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計
※3　中核市平均は速報値
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実質赤字比率
一般会計と一部の特別会計を合わせ
た赤字の程度
連結実質赤字比率
全ての会計を合わせた赤字の程度
実質公債費比率
公債費（借入金の返済）とこれに準
ずる経費の程度
将来負担比率
企業会計、出資法人も含めた将来の
支払い予定額の程度
資金不足比率
公営企業会計ごとに事業規模から見
た資金不足の割合※2

中核市平均
54.6％※3

■用語解説
高崎市の指標 早期健全化基準※1

健全財政 財政悪化

財政再生基準※1

経営健全化基準※10％

資金不足なし

その他
譲与税、交付金等

地方債

地方交付税

貸付金
元利収入

国県支出金

市税

人件費

建設事業費

物件費

補助費

貸付金

その他
公債費

扶助費

譲与税、交付金等（68億円 4.1%）
国税・県税から配分されるお金

地方交付税（169億円 10.3%）
地方公共団体の収支不足や不均衡を是
正するために国から交付されるお金

国県支出金（272億円 16.5%）
特定の事業に対して国や県が支出する
お金

地方債（148億円 9.0%）
借入金

市税（597億円 36.2%）
市民税、固定資産税、事業所税など

貸付金元利収入（214億円 13.0%）
市が事業者などへ貸したお金の返済金

その他（180億円 10.9%）
積立金取崩、繰越金、施設利用料、証
明書発行料ほか

お知らせします 税金の使い道
平成26年度に実施した主な事業

◦新体育館の建設事業   44億7,251万円
◦佐野のわたし駅の設置  1億3,728万円
◦桜観音橋の整備   4億225万円
◦空き家緊急総合対策助成事業の創設  2億429万円

勢の人が歩き、にぎわう街大
◦高齢者あんしん見守りシステムの拡充  1億1,646万円
◦休日保育や病児・病後児保育の支援  7,143万円
◦小児救急医療体制（24時間365日診療）の整備  
　   2,176万円

さしい眼差しに満ちた市政や

◦小・中学校校舎の耐震補強工事  3億3,534万円
◦中学校のエアコン設置事業  3億7,891万円
◦子どもたちの学力アップ推進事業  4,089万円

育と人づくり教

◦まちなか商店リニューアル助成  3億2,786万円
◦高崎ものづくり海外フェアの実施   5,000万円
◦高崎産農畜産物のブランド商品化の支援  483万円

業の振興産

◦山田かまち美術館の運営   1,619万円
◦日高遺跡・箕輪城跡保存のための整備事業  1億4,795万円

化と歴史を活かした創造的な高崎文 ◦事業者用太陽光発電設備の導入に助成  1億1,632万円
◦商店街や町内会の街路灯LED化に補助  3億5,487万円
◦新斎場の建設事業  15億3,224万円

心・安全な地域社会づくり安

決算概要

◦道の駅くらぶち小栗の里の運営  2,572万円
◦箕郷文化会館の改修工事   1億1,154万円

併した地域の個性を活かした魅力づくり合
昨年 12月に開業した上信電鉄「佐野のわたし駅」


